
ブラジル農業における接合経済構造とアグロインダス
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これまでブラ

者に財と権力が

社会的経済的不

オ構造に原因が

特にラテンア

に基づいて，交

いと主張した。

ジルを始めとするラテンアメ

集中する社会的経済的不平等

平等は農業構造，とりわけ大

あるとされてきた。

メリカで，マネタリスト
）
と共

易条件の悪化が存在し，周辺

さらに彼らは大土地所有制に

リカ農業問題は，多数の貧困

の問題として論じられてきた

土地所有制であるラティフン

に主要な学派を構成する構造

国が発展していくためには工

よる不平等な土地所有は，工

者の存在と一部の裕福

。そして，このような

ディオ ミニフンディ

学派は，中心―周辺説

業化しなければならな

業製品の国内市場を制

限する障壁であ

ているため，構

［ ］ 頁）。こ

がると考え，多

のである。

これに対して

り，前資本主義的生産領域に

造的社会的改革である農地

のように構造学派では，工業

くのラテンアメリカ諸国で農

デジャンブリ（

（ ）

おける過剰な労働力の存在が

改革の実施が必要不可欠と

化と農地改革を実施すること

地改革
）
に失敗しながらも輸入

）は，輸入代替工業化

低賃金雇用を可能にし

主張した（フィシュロー

が周辺国の発展につな

代替工業化を実施した

経済も非接合経済構造



（

輸入代替工業

依存関係（

ブラジル農業における接合経済構

）のひとつであり

化経済も一次産品輸出経済と

）が欠如してい

造とアグロインダストリーコンプレ

，農村の貧困を存続させてい

同様に，資本の再生産や労

ること，さらに農業部門にお

ックス（佐野）

ると主張した。つまり，

働力の再生産における相互

ける前資本主義的生産領

域によって

）。彼

拠しながら，

と部門間非

の間に構造的

の部門間非

用であるセ

労働力の再生産が行われてい

は， アミン（ ）

部門間接合（

接合（ ）・

不均一性が存在していること

接合・社会的非接合経済にお

ミプロレタリアートを存続さ

る非接合経済構造であると主

の周辺国資本主義と世界規模

）・社会的接合（

社会的非接合（

を指摘した。そして周辺国

ける機能的二重構造（

せ，経済余剰
）
（

張した（ ［ ］

での資本蓄積の概念に依

）経済構造の中心国

）経済構造の周辺国

であるラテンアメリカ経済

）が，低賃金雇

）を中心国である先進国

に移転するメ

このように

周辺構造によ

し，それとと

低賃金雇用を

経済構造を明

が明らかにな

非接合アライ

カニズムを働かせていると指

デジャンブリは，他の従属論

る収奪（ ）・領有

もに消費財部門と生産財部門

支えるために前資本主義的生

らかにした。そのことにより

っており，低開発構造がより

アンス（

摘した。

の研究者が「低開発の発展

（ ）ということだ

における有機的連関による

産領域が存在し，農村の貧

，周辺国における経済余剰

鮮明になっているといえる

）によって維持されているこ

」を世界資本主義の中心―

けに限定しているのに対

資本蓄積が行えないこと，

困を存続させている非接合

が蓄積しえないメカニズム

。さらに彼は，その構造が

とを指摘している。

だが本稿で

ら接合経済構

プレックス

付加価値作物

門の需要拡

造から脱却し

する エバ

は， 年代半ば以降の農業

造に変化していることを明ら

（

の生産拡大と，搾油・加工産

大によって国内市場が発展（

つつあることを指摘する。

ンス（ ） カ

の近代化によって，ブラジ

かにする。つまり筆者は，

）の発展に伴い，農業部門

業部門の拡大，投入財や農

「接合」）し，デジャンブリが指

そして の形成は，従属

ルドーゾ（

ル経済は非接合経済構造か

アグロインダストリーコン

である大豆などの加工・

業機械産業部門など工業部

摘している非接合経済構

と発展
）
は両立可能であると

）命題である従属

的発展（

三者によるア

間接合）を基

小・中規模農

つまり本稿

接合経済構造

をなす

［ ］ ）の機動力

ライアンス関係が成立する

礎とした資本蓄積 資本主

場経営農民層
）
（小規模ブルジ

の目的は，ブラジルでは従来

が， 年半ば以降にアライ

が発展したことによって接合

で，そこにおいては外国資本

。そのため，国内市場におけ

義発展を意味し，農業部門に

ョワジー）の誕生につながって

の低開発の発展論で述べら

アンスに基づいた農業部門

経済構造に変化している点

，ローカル資本，政府の

る市場の有機的連関（部門

おいても中産階級である

いる。

れている国内市場不在の非

と工業部門での有機的連関

を明らかにすることである。

そこで，まず

把握し，

スを明らかに

明らかにする

においてこれまでラテンア

においてデジャンブリのいう

する。さらに において，

ことで接合経済構造への変化

（ ）

メリカの農業問題がどのよ

非接合経済構造とそれを支え

従属的発展によって が

を指摘する。

うに捉えられてきたのかを

ている非接合アライアン

形成されたメカニズムを
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ラテンアメ

学（第 巻・第３号）

リカにおける農業問題

―１ 構造

開発問題にお

に経済的特化す

とになると説い

だが 年代

ラテンアメリカ

学派における農業問題

いて新古典派の研究者たちは

ることは，そのことが両者に

てきた（ ［

に入ると，構造学派の創始者

経済委員会（現 国連ラテン

，先進国は工業製品に，低開

比較優位を享受させるので，

］）。

である プレビッシュ（

アメリカ・カリブ経済委員会

発諸国は一次産品生産

相互に利益を与えるこ

）および国連

）は，一次産品へ

の特化を説いて

心国（先進国）―

業革命によって

周辺国には起こ

諸国に逆流させ

価格が，製造品

つづけるために

び一般に一次産

いる静学的な比較優位説に対

周辺国（低開発諸国）説があ

生産諸要素の生産性向上の可

らなかったばかりか，かえっ

るということを実証した（

価格に対して長期的に低下す

はより多くの原材料品を輸

品需要が中心諸国における所

して疑問視し始めた。まず彼

る。プレビッシュは，この世

能性を高めたにも関わらず，

て低開発諸国における生産性

ムニョス［ ］ 頁）。また

る傾向が見られ，周辺国は同

出せねばならなかったこと

得上昇より著しく低く停滞し

らの理論の土台には中

界経済の二重性が，産

その技術進歩の伝播が

増大による利益を中心

年以来一次産品の

じ量の製造品を輸入し

（カイ［ ］ 頁），およ

ていることを明らかに

した。これらは

所得増加を収奪

益の不平等分配

新しい内向的発

また構造学派

びその土地と結

格は資源の再配

中心諸国が技術進歩の利益を

するメカニズムとして交易条

を克服し周辺国が発展するた

展戦略が必要なため，輸入代

において，農業部門は重要な

びついた極端に安い労働力の

分には有効なものではない

享受し，周辺諸国の輸出部門

件の悪化概念の基礎となった

めには，これまでたどってき

替工業化政策を提唱したので

ボトルネックのひとつであり

存在から派生する技術の立ち

とみなされていた（フィシュロ

の生産性の向上による

。そこで彼は，貿易利

た外向的発展ではない

ある。

，土地所有の集中およ

遅れのために，相対価

ー［ ］３頁）。つまり

周辺国では，低

結果，過剰労働

準に保ち，輸出

してしまうため

滞は農業が国内

の低い購買力は

のような構造的

生産性の前資本主義的生産

力が生まれている。そして彼

部門における生産性向上の成

に，周辺国がその成果を確保

市場に安価で十分な現在の食

工業製品への国内市場を制限

社会的改革の実施が必要不可

領域（農業部門）がかなりの規

らは，この大規模な過剰労働

果が交易条件の悪化によって

できないという。さらに構造

糧を供給できないということ

するという点でも工業発展を

欠であると指摘した（カイ［

模で存在し続けている

力の存在が賃金を低水

中心国に大部分を移転

学派は，農業部門の停

だけでなく，農村人口

妨げており，農地改革

］ 頁）。

このように構

こと，および工

え，構造的社会

リカ諸国では農

次産品輸出経済

に押しとどめ，

造学派では，周辺国が発展す

業化する上で農業部門に存在

的改革である農地改革の実現

地改革を実施せずもしくは未

と同様の前資本主義的生産領

資本の再生産と労働力の再生

（ ）

るには一次産品輸出経済から

する前資本主義的生産領域の

を求めた。だがデジャンブリ

完成のまま輸入代替工業化政

域による労働力の再生産が行

産における相互依存関係が欠

脱却し工業化していく

払拭が必要不可欠と考

は，多くのラテンアメ

策を実施したため，一

われる非接合経済構造

如していると主張した。



さらに彼は，

は，世界資本

ブラジル農業における接合経済構

構造学派が指摘した交易条件

主義システムに組み込まれた

造とアグロインダストリーコンプレ

の悪化により周辺国の経済

周辺国の資本蓄積メカニズ

ックス（佐野）

余剰が中心国に移転するの

ム
）
にあると指摘した。

―２ 従

このように

界資本主義

れていると

スサントス

主義システ

の「世界シス

属論における農業問題

開発途上国の低開発性を，そ

の中心―周辺構造（フランク

いう考え方は従属学派の考え

（ ），アミ

ムの視角を共有している論者

テム論
）
」などが挙げられる。

の内部の封建的社会関係に

においては中枢―衛星構造）に

方であり， フランク（

ンなどが主要な論者として挙

として， ウォーラースティ

由来するものではなく，世

よる収奪・領有に規定さ

）， ド

げられる。また世界資本

ン（ ）

彼らの議論

において，有

先進諸国であ

済余剰の先進

このように

合を捉えるこ

が蓄積され得

の共通項，つまり「低開発の

機的連関をなす国内市場が喪

る中心国へ，低開発地域から

国への移転を捉えている（田

従属論では，国内市場におけ

とによって，構造学派では分

ないのか，投資の「乗数効果

発展」の概念として， 植

失しているということ，す

の経済余剰が移転されてい

中［ ］ 頁）。

る有機的連関の存否を分析

析が不十分であったとされ

」を生み出せ得ないメカニ

民地あるいは「低開発国」

なわち国内市場の欠如，

るということ，すなわち経

する尺度として接合，非接

る周辺国ではなぜ経済余剰

ズムを明らかにしている。

田中はブラ

「すなわち

ことからも窺

連関（産業連

連鎖は解除

「低開発」の構

だが，輸

形成され，国

ジルの自動車・自動車部品産

，当該産業部門が広い裾野を

えるように，限られたもので

関）は急速に形成されていっ

され，（外国資本への）従属

成要因のひとつが国内市場の欠

入代替工業化政策の実施によ

内の有機的連関が生まれても

業の分析の上で下記のよう

持つ部品産業を形成し早期に

あったとはいえ自動車部門

たのであり，…。ここでは

「低開発」の論理は無効とな

如であるから）」（田中［ ］

り工業部門でトリプルアライ

，農工間の接合は起こらず

に述べている。

高い国産化率を達成した

における国内の有機的市場

，「中枢―衛星」の直接的

る（第一章で指摘したように

頁）。

アンス
）
（ ）が

，農業部門での前資本主義

的生産領域が

ジャンブリや

―１ 非
）

払拭されないため接合経済構

アミンが周辺国内部構造の問

非接合経済

接合経済構造

造には変化しないのである

題としてとりあげた非接合

構造と非接合アライアンス

。そこで次節において，デ

経済構造を明らかにする。

接合（節合

構成体）にお

様式の「異種

中心国では

業）が行われ

（アミン［

）という概念は，そもそも生

ける様々な生産様式の関係を

混合性（並存ではない）」と捉

社会的生産の基本的二部門間

ており，資本蓄積はこの二部

］ 頁）。すなわち彼による

（ ）

産様式接合の理論として使わ

表している。アミンにおいて

えている（アミン［ ］

である生産財部門と消費財部

門間の接合によってもたらさ

と，自生的な資本主義を決定

れ，１つの社会（経済社会

も，周辺国は多様な生産

頁）。その上でアミンは，

門での同時生産（社会的分

れていると指摘している

する接合とは，消費財生
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図１ 輸

学（第 巻・第３号）

出飛び地経済構造

図２ 輸入代替工業化経済構造

産部門と生産財

接合と同義であ

並列的な原子が

属」の結果もた

とどまらず非接

生産部門での相互依存関係が

る。さらに彼は，周辺国経済

存在している非接合経済構

らされているとしている（ア

合経済構造を部門間非接合と

（ ）

形成されることであり，デジ

は内部交換の流れの密度がず

造と捉え，それらは中心―周

ミン［ ］ 頁）。だがデジ

社会的非接合として捉えるこ

ャンブリのいう部門間

っと小さく，相対的に

辺国関係の「統合―従

ャンブリは，その点に

とによって，農村部の
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貧困が存続す

彼は，部

）と

ブラジル農業における接合経済構

る構造を鮮明にしている。

門間非接合・社会的非接

輸入代替工業化経済（

造とアグロインダストリーコンプレ

合経済構造として，輸出飛

）をあげ

ックス（佐野）

び地経済
）
（

ている。輸出飛び地経済

（図１）では

を創り出す資

創りだされ

際収支は，生

済（図２）で

生産能力が，

生している。

，近代部門の生産能力は輸出

本の再生産によって決定され

，資本の再生産（地代を含む）

産能力と消費能力の間の相互

は，近代部門の生産能力は資

輸出需要によってもたらされ

生産能力と消費能力の相互

品の生産をするために用いら

ている。また，消費能力は

は奢侈品の消費財輸入に支え

依存関係によって安定する

本の再生産によって創造され

ている中で工業部門の消費

依存関係とは， 剰余価値の

れる資本財の二次的需要

輸出需要によって対外的に

られている。こうして国

。そして輸入代替工業化経

ている。また対外部門の

能力は資本の再生産から派

一部（残りは生産能力の発展

を支える）の

輸出品の生産

経済構造とも

る賃金財の最

消費を通じて工業部門におけ

を強制的に拡大することによ

，労働力の再生産は，非接合

終需要によって創造されてい

る国内市場の創造， 生産能

って国際収支を安定させる

モデルである伝統部門にお

る（ ［ ］

力の発展を支えるため，

ことを意味する。さらに両

いて独占的に生産されてい

）。

同様にアミ

は輸出）が国

諸国において

おいては ％

入の約半分を

（内部および外

％を占めて

ンも表１を用いて非接合経

内総生産の約 ％を占めると

は内部および外部交換の約

（ に対する ）になる。さ

占めることを認めるならば，

部）の流れの５％を占める

いる（ に対する ）（アミン

済構造を明らかにしている。

するならば，この凝集度レベ

６％（ に対する ）となるの

らに最終的内部および外部交

開発国では，中間的な外部

（ に対する ）。これに対して

［ ］ 頁）。つまり，中心

両国において輸入（あるい

ルでは，外国貿易は開発

に対して，低開発諸国に

換を除外し，最終財が輸

交換は全ての中間的な交換

，低開発諸国においては

国では非常に密度の高い

内部交換によ

対外的依存に

また大塚は

「第一に，

ても，製品

それは従属

って特徴づけられるのに対し

よって決定する構造であると

， 世紀のオランダ型貿易国

…，その国の産業構造の骨格

の販路の点からいっても，他

と化する―し，そしてその限

（ ）

，周辺国では外部交換の流

分析している。

家の分析に際して下記のよ

を形づくるような工業生産が

の国の産業構造ないし経済状

りで国際的な規模での独自な

れの密度が相対的に大きい，

うに述べている。

，原料供給の点からいっ

態に依存―条件によって

経済の循環ないし連関を



形づくる。した

民主の営みや物

かぎり，右の経

立命館経済

がって，産業構造はおのずか

質的生活は，それが「中継市

済循環に入り込んでいくので

学（第 巻・第３号）

ら自立的な安定性を欠くもの

場のみ依存する加工工業」と

あるが，それからはみだす工

となる。第二に，勤労

して系列化されている

業とくに農業，および

それに従う勤労

れと微妙な連関

いじけた姿の経

つの系列を含む

つまり時代背

いては，他の経

と労働力の再生

民主の残余の部分の営みや物

を保ちつつも，いちおうそれ

済循環を形づくり，こうして

いわば二重構造の姿を呈する

景は違うものの，ラテンアメ

済に依存することによっては

産が独自の経済循環の中で貫

質的生活は，右の経済循環に

から断ち切られたところで別

，中継貿易型の産業構造はそ

ことになる」（大塚［ ］

リカでの非接合経済構造とオ

じめて独自の経済循環を成す

徹しない。そして後で述べる

従属し，したがってそ

個の独自な，ただし，

の内部に経済循環の二

頁）。

ランダ型貿易国家にお

構造で，資本の再生産

ように，社会的非接合
）

と同様，その内

このように部

製品（外部志向

存した，自己求

流れの密度が低

ニズムが働いて

さらにデジャ

本主義的生産様

部における経済循環は，二つ

門間非接合の状況下では，

や内部志向）における連結が存

心性を欠く構造あるいは自立

く，外部交換の流れが相対的

いる。

ンブリは，周辺国における資

式に接合し，支配的生産様式

の系列を含む二重構造の姿が

原材料生産（プランテーション

在していないため，その経済

的な安定性を欠く構造である

に大きいために，経済余剰が

本蓄積では，農業部門（前資

である資本主義的生産様式を

みられるのである。

栽培や鉱物採掘）と工業

構造は対外的需要に依

。すなわち内部交換の

中心国に移転するメカ

本主義的生産様式）が資

再生産していると捉え

ている。すなわ

在しなければな

めに労働力の再

潤の上昇によっ

を可能にし，伝

的接合と異なる

第一の相違点

ち非接合経済構造での輸出部

らないということである。つ

生産が必要不可欠なため賃金

てのみ資本の再生産が行われ

統部門を存続させるのである

ためであり，以下の二点があ

は，周辺国では低賃金が永続

門や工業部門を再生産するた

まり社会的接合においては，

上昇が起こるが，社会的非接

，労働力の再生産を必要とし

。そしてこれらは，社会的非

げられる。

化することである。社会的非

めには，伝統部門が存

資本の再生産を行うた

合では輸出や地代，利

ないことが低賃金雇用

接合の蓄積関係が社会

接合においては労働者

の消費を必要と

れるようになる

引き出すので，

同様の点で

利潤率の低下を

いは超過搾取

る生産能力の発

しないため，生産能力と消費

。つまり剰余価値生産が，相

労働生産性の上昇が賃金上昇

マリーニ（

部分的にでも回復しようと

（ ）が起こると

展ではなく，労働者の激しい

能力の発展は労働コストの最

対的剰余価値の基礎よりも絶

につながらないのである（

）は，周辺国では資本家が不

することから労働の過剰搾取

述べている。この労働の過剰

搾取にもっぱら基盤をおく生

小化によって最大化さ

対的剰余価値
）
の基礎を

［ ］ ）。

等価交換の結果生じる
）
（ ）ある

搾取は，技術進歩によ

産様式を形成している

（ ［ ］

循環が異なるた

ば，資本蓄積は

働生産性の上昇

工業製品に対す

通が分離してお

）。さらに彼は，こ

めであると指摘している。中

基本的に技術進歩による相対

によって，資本家は利潤率を

る受容を促進し，循環は継続

り，生産は先進諸国への輸出

（ ）

のような搾取が起こるのは中

心国においては，いったん産

的剰余価値の増加になる。そ

低下させることなく賃金を上

していく。だが周辺国におい

に依存している。そのため労

心国と周辺国の資本の

業資本が自ら確立すれ

の結果として生じる労

昇させることができ，

ては，商品の生産と流

働者の消費は商品の実



現にとっては

つまりデジャ

労働者の消費

ブラジル農業における接合経済構

必要でないことから，賃金

ンブリとマリーニは，周辺国

を商品の実現にとって必要と

造とアグロインダストリーコンプレ

は低く維持されるのである（

の生産では国内消費能力に

しないことが，低賃金雇用

ックス（佐野）

［ ］ ）。

依存していない，いわゆる

が永続化させ，賃金上昇が

起こらないと

さらにデジ

する労働コス

ていると指摘

する賃金を最

を，伝統部門

にプロレタリ

指摘している。

ャンブリは第二点目の相違点

トの一部をまかなう自給自足

する。そして近代部門と伝統

低レベルに抑えることを可能

での生産によって補完してい

アート化されており，労働者

として，非接合経済構造下

経済の永続化によって，労

部門による機能的二重構造

にする
）
。すなわち労働者や

るのである。雇用の観点か

は現金で変動的コストが支

では労働力の再生産と維持

働コストはさらに縮小され

は，労働力の再生産を維持

その家族の最低生存ニーズ

らは，労働者は自由で完全

払われている。だが労働力

の観点から，

社会的非接合

のである（

類似の事態

の再生産にお

維持，その再

制経済の搾取

このように

労働はセミプロレタリアー

での蓄積法則として安価な

［ ］ ）。

はアフリカ社会でも見受け

ける低賃金雇用を可能にして

生産と養育のための費用をお

と温存であると指摘している

非接合経済構造では，生産能

ト（ ）である

労働力（セミプロレタリアート

られる。 メイヤース（

いるのは，本来資本によっ

しつけることができる「非

（メイヤース［ ］ 頁）。

力と消費能力の相互依存関

。この機能的二重構造が，

）の提供を推し進めている

）は，労動力

て分担されるべき労働力の

資本主義部門」である家族

係に，資本の再生産と労働

力の再生産と

雇用を可能に

欠如している

に余剰移転さ

余剰が中心国

地主が自己の

経済を温存さ

の相互依存関係が存在しない

し，前資本主義的生産領域が

ということは，投資乗数効

れるため，国内で蓄積がされ

に移転することは，外国資本

利潤率を回復しようとするこ

せた形態で低賃金雇用が行わ

。つまり国内消費能力を必

温存される。すなわち国内

果（外国資本による投資）が輸出

ない状況が生じるのである

の絶対的優位の地位を確立

とによっても，前資本主義

れ農村部に貧困が存続する

要としないことが，低賃金

市場における有機的連関が

入となって現れ，中心国

。さらに，輸出入を通じて

し，従属ブルジョワジーや

的生産領域である自給自足

。

―２ 非

さらにデジ

従属ブルジ

けるアライア

る（

プロレタリア

接合アライアンス

ャンブリは上記のような非接

ョワジー（輸出品・奢侈品の生

ンス支配によって国家コント

［ ］ ）。このアラ

ートは抵抗勢力で，国家はそ

合経済構造は，非接合アラ

産と仲介），地主（輸出品・工業

ロールがされているため維

イアンス関係では，外国資本

れらを抑圧する役割を担っ

イアンスである外国資本，

投入財などの生産）間にお

持されていると指摘してい

が勢力を振るっており，

ている。類似の事態は，大

塚のオランダ

ている都市

おける支配

済における大

済を畸型化

）が指

型貿易国家の分析に際して，

貴族支配の共和国連 におけ

形態（大塚［ ］ 頁）

商人およびコーヒー・ファゼ

不具化しているということ

摘しているインドの官僚的

（ ）

独自のゆがみともいうべき

る貴族―前期的商人―ギルド

，毛利が分析している 世紀

ンデイロとイギリスの産業

（毛利［ ］ 頁），さら

権威主義国家における外国資

特異な政治形態としてあげ

における全社会的規模に

のブラジルのコーヒー経

資本が共同してブラジル経

には アラビー（

本，土着ブルジョワジー，



地主に利潤が集

またデジャン

ス
）
」と非接合ア

立命館経済

中する形態（ ［ ］

ブリは，輸入代替工業化経

ライアンスの両方が存在する

学（第 巻・第３号）

）にもみられる。

済では国内市場が形成される

と指摘している。だが上記に

ため「接合アライアン

述べたように輸入代替

工業化経済も，

ことから，「接

して周辺国がま

つまりこれら

の最大化をはか

経済の形成を阻

ところが，

社会的非接合のため輸出品や

合アライアンス」が非接合ア

すます依存すると指摘してい

は，アライアンス関係の主体

る。よってこのアライアンス

害する関係であるため，非接

年代半ば以降の農業の近代

奢侈品の生産と輸入に工業部

ライアンスに結局のところ支

る（ ［ ］

は異なるものの，労働者の低

関係は，国内工業の発展を阻

合経済構造をその状況下にと

化によって，ブラジル経済は

門がますます志向する

配され，外国資本に対

）。

賃金雇用によって利潤

害する，あるいは国民

どめるのである。

非接合経済構造から接

合経済構造に変

工・付加価値作

業部門の需要の

世界市場とのつ

可分のものであ

世界市場と結び

な「発展と結び

ンスが形成され

化している。すなわち

物の生産拡大が，搾油・加工

拡大によって国内市場が発

ながりが発展途上国を低開発

り，従属と発展がお互いに矛

つくことにより，更なる発展

ついた従属」の状況下では，

，それを基盤に資本蓄積 資

の発展に伴い，農業部門，

産業部門の拡大，投入財や農

展（「接合」）している。つまり

にする，すなわち従属と経済

盾する概念として捉えてきた

をもたらす従属的発展がみら

外国資本，ローカル資本，政

本主義的発展を実現している

いわゆる大豆などの加

業機械産業部門など工

従来輸出経済における

が発展しないことは不

低開発の発展ではなく，

れる。そしてそのよう

府による接合アライア

のである。そこで次節

においては，ブ

―１ 従属

前節で述べた

ラジル経済が接合経済構造に

従属

的発展

ように，非接合経済構造では

変化していることを考察する

的発展と

国内市場における有機的連関

。

が欠如しているという

ことは，言い換

る。そこで，ま

（表２）と 年

えれば接合経済構造では国内

ず が形成されたことに

（表３）の産業連関表
）
によっ

市場における有機的連関が形

より国内市場の有機的連関が

て検討する。両表を比較して

成されていることであ

生まれたことを 年

みると， 農業部門か

（ ）



ブラジル農業における接合経済構造とアグロインダストリーコンプレックス（佐野）

らアグロイン

している，

農業部門

（

らの中間投入

トリー部門の

さらに表

ダストリー部門への中間投入

農業部門への化学部門からの

への金属・機械部門からの中

）のデータ（表４）
）
によると

が ％である。よって，こ

接合が形成されつつあると指

５と表６に 年と 年に

が 年， 年とも高く

中間投入が 年の ％か

間投入が両年とも約１％あ

， 年の農業部門への化

れらのことから上流産業部門

摘できる。

おける全体に占める中間消費

， ％から ％に増加

ら ％に増加している，

る。また， ミュレール

学部門と金属・機械部門か

―農業―アグロインダス

，輸出（貿易），最終消費

の割合と中間

ら５％と低く

入の割合は

％までに

おり，開発諸

ラジル経済で

消費に占める輸入の割合を示

，アミンの記した開発諸国の

， 年の時点でも ％と

減少している， 中間投入の

国の中間投入の割合である

は，中心国と同様の非常に密

（ ）

した。これによると， 輸

貿易の割合とほぼ同じであ

低開発諸国に比べて低く，

割合も 年の ％から

％（ に対する ）に近づ

度の高い内部交換によって

出の割合が各年とも４％か

る， 中間投入における輸

年においてその割合が

年には約 ％と増加して

いている。このようにブ

特徴づけることができるこ



立命館経済学（第 巻・第３号）

とからも，接合

また大塚は，

市場価格によっ

なると指摘して

作用によって産

経済構造に変化しているとい

局地的市場圏が形成されるこ

て経済が支配される状況がで

いる（大塚［ ］ 頁）。つ

業構造にゆがみが生じる場合

える。

とにより，その圏内において

きあがり，さらに労働力の再

まり資本主義の発展では，不

もある。だが，その直接的な

一市場一価格，つまり

生産が行われるように

均等発展の同時存在の

原因は世界資本主義シ

ステムにおける

かということで

る有機的連関を

さらにこの接

進によって農業

８に 年と

合が上昇してお

収奪・領有ということではな

ある。すなわちブラジルにお

基礎とした資本蓄積 資本主

合経済構造への変化は，農民

労働過程にも変化をもたらし

年の労働形態を示した。こ

り，農村プロレタリアート化

く，国内市場における有機的

いても が形成されたこ

義発展が可能になったという

層の間にも変化をもたらした

，農村プロレタリアートを促

れによると中西部を中心に常

が促進されていることが窺え

連関が形成できるか否

とは，国内市場におけ

ことを意味する。

。第一に，機械化の促

進している。表７と表

時雇用，臨時雇用の割

る。

第二に，南部を中心に小・中規模農民層つまり小規模ブルジョワジーの誕生
）
につながっている

（ ）



ブラジル農業における接合経済構

図３ 南部の農場規

造とアグロインダストリーコンプレ

模別大豆生産農場数の割合（％

ックス（佐野）

）

出所： の
版のデータに基づき筆者が算出。

図４ 南部の農場規模別大豆生産量の割合（％）

ということで

ら一貫して

出所：

ある。図３で南部の農場規模

以下の農場が減少傾向に

の
版のデータに基づき筆者が算出。

別の大豆生産農場数を示し

あり， 以上の農場数が

た。それによると 年か

増加傾向にある。 年以

降農場数の絶

場は同時期に

占める割合は

小・中規模農

れによると

心を担ってい

産量の増加

対数も減少しているが，

周辺化されている。また

増加しており， ―

場数が増加しているといえる

， ― が全体の３割，

るといえる。そして徐々に

傾向が著しい。また図５によ

以下の農場数の減少が著し

― の農場数も経営数では

の農場数は経営数・割合とも

。さらに，図４に農場規模

― が全体の 割を占

以下での生産量が減少し

ると，耕作地は減少傾向にあ

い。つまり 以下の農

減少しているが，全体で

に増加していることから，

別の大豆生産量を示す。こ

めており，大豆生産の中

ており， 以上での生

るが， 以上の耕作地

の占める割合

以下の土地

ある。よって

ており，農民

このように

な投資を生む

が増加傾向にある。反対に

を所有している層は，徐々に

， が形成されてきた中

層の間でも中産階級が重要な

国内市場における有機的連関

ことが可能になったというこ

（ ）

以下の耕作地の割合が低

減少傾向にあり， 以上の

で中規模農場の割合が増え，

ポジションを占めるように

が形成されたことは，国内

とであり，経済余剰の一部

下している。つまり

中規模農場が増加傾向に

零細農場の割合は減少し

なってきたといえる。

で投資乗数が蓄積され新た

が国内に蓄積されるように
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立命館経済

図５ 南部の農場規

学（第 巻・第３号）

模別大豆耕作面積の割合（％）

出所： の
版のデータに基づき筆者が算出。

なったというこ

によって余剰が

ほかならない。

誕生する従属的

従属的発展の

概念は両立可能

とである。すなわち多国籍企

中心国に移転していたのが，

さらにそれらは，農民層にお

発展である。

概念は，ブラジルの社会学者

なものとして把握したことに

業のブラジルへの参入によっ

国内市場での有機的連関を生

いても中産階級である小・中

であり政治家でもあるカルド

端を発する。すなわちある程

て，これまでは輸出入

みだしたということに

規模農場経営農民層が

ーゾが，従属と発展の

度外国企業の利害が，

ラテンアメリカ

ならば自動車産

生産および販売

促し国内市場を

さらにカルド

展と結びついた

ても， の

諸国の発展と両立するように

業に代表されるように，ラテ

目当ての外国企業の投資は，

発展（「接合」）させていくの

ーゾから多くを学んだエバン

従属であると指摘している

形成に基づく従属的発展は，

なれば，外国企業はその国の

ンアメリカの都市中産・上流

従属たるかかる諸国の重要部

である（田中［ ］ 頁）。

スも，従属的発展は従属の否

（ ［ ］ ）。この

国内市場における有機的連関

発展を促進する。なぜ

階級のための消費財の

門における経済成長を

定ではなく，むしろ発

ようにブラジルにおい

を基礎とした資本蓄積

資本主義発展

た がどの

―２

ソージ（

化を遂げている

とは，農業生産

を可能にした。そこで，次節

ように形成されてきたかを考

の形成

）は， 年代以

と主張し，その主要な柱が

，加工，流通，金融にかかわ

においてブラジルにおいて接

察する。

降の農業の近代化によってブ

の形成であると述べて

る全ての活動，およびそれに

合経済構造に変化させ

ラジル農業は劇的な変

いる。彼によると

関連した教育的・技術

的・イデオロギ

財の生産と販売

ところはアグリ

の特徴

主体によってコ

常に高く，生産

ー的機構にかかわる多くの

，農業生産活動，農作物の加

ビジネスと同義であるといえ

としては， 上流産業（投入

ンプレックスが形成されてい

物の多くが搾油・加工にまわ

（ ）

活動をさす概念である（

工といった部門を包含してお

る
）
。

財・機械）―農業生産者―アグ

ること， 農業生産における

されていること， 近代的農

［ ］ ）。農業投入

り，それらが意味する

ロインダストリーの三

投入財，機械需要が非

業が実施されているこ
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と，

って形成され

まず

ブラジル農業における接合経済構

は 年代後半に始まった農

たことがあげられる（

の第一段階は， 年代後半

造とアグロインダストリーコンプレ

業の近代化から 年以降

［ ］

の農業の近代化によるもの

ックス（佐野）

に実施された農村信用によ

）。

である。第二次世界大戦後，

ブラジルでは

の激増とりわ

た（西川［

にあった。た

の増加は，耕

ンディオは，

つまり大土地

工業化主導の経済政策がとら

け都市部への人口増加・人口

］ 頁）。そしてこのよ

しかに 年から 年まで

作地域の拡大によるもので生

品種改良，病虫害駆除といっ

所有制は，土地の拡大を通じ

れ，その中で農業は取り残

集中によって，食糧増産が

うな農業生産の伸び悩みの要

もブラジルの農業生産は増

産力の発展に基づくもので

た農業技術の発展に対して

て権力維持を行うことのみ

されていった
）
。他方で人口

十分に達成できていなかっ

因は，農業生産力の停滞

大していたが，この生産性

はなかった。またラティフ

あまり積極的でなかった。

に関心があったため，生産

性の向上を行

発展させるこ

殺虫剤などの

行われた。だ

第二段階は

期の段階では

ブラジル国内

て年間約 ％

わず新技術の導入を困難にさ

とが必要不可欠になったので

化学投入財の利用拡大，種子

がこの段階においては，肥料

， 年以降の資本財・投入

，資本財・投入財はもっぱら

に参入し，ブラジル国内で生

の割合で増加した。作物別に

せていた。だが農業危機の

ある。そこで，農業の近代

研究の開始，トラクターな

，トラクターなどはもっぱ

財の国際化とアグロインダ

輸入に依存していたが，同

産を開始した。肥料消費は

見ると，小麦，トマト，た

顕在化によって，生産力を

化として，肥料，殺菌剤，

どの耕作機械の利用拡大が

ら輸入に依存していた。

ストリーの発展である。初

時期になると多国籍企業が

， 年から 年にかけ

まねぎ，煙草などアグロイ

ンダストリー

件の改善や中

大豆の二毛作

３割を占めて

ラジル国内に

した。これに

トによる近代

に関連している作物での肥料

間技術レベルが上昇した作物

栽培が行われているが，その

いる。 年代に入ると，ブ

参入し，肥料産業は外国資本

より生産者は，技術選択 が

的技術取得を可能になった

利用の拡大，大豆，コーヒ

でも肥料利用が拡大してい

地域での肥料利用の拡大は

ラジル経済の開放および工

とローカル資本のジョイン

増え様々な決定が可能にな

。実際に，メタス計画
）
（

ー，カカオ，米など土壌条

る。特に南部では，小麦と

著しく，生産コストの２，

業化によって外国資本がブ

トベンチャーによって発展

り，同時に相対的に低コス

）以降ブラジル国内

での肥料生産

次国家開発

二次国家開

には 個の工

本と国家資本

また防衛産

には，防衛産

が拡大し， 年から 年

計画
）
（

発計画
）
（

場が新設された。特に

が接合する特徴をもっていた

業の発展，つまり化学産業の

業におけるトップ企業の生産

には外国資本によって 個

）のもと

）が実施

では，基礎的投入財の提供

（ ［

多様化は，農業の近代化を

工場の設備が拡大し，９つ

の新しい工場が設立，第一

年から 年に 個，第

された 年から 年

を保障する政府，外国資

］ ）。

さらに促進した。 年代

の殺虫剤工場が新設，４つ

の殺菌剤工場

ており，ブラ

剤は綿花，大

米，サトウキ

さらにブラ

デ・ド・スル

の新設，６つの除草剤工場が

ジル系企業はジョイントベン

豆，園芸生産に投入され，殺

ビ，コーヒー生産に影響を及

ジルでは， 年代から機械

州（ ）

（ ）

新設された。ここでは外国

チャーのもと補完的市場へ

菌剤は小麦，コーヒー，園

ぼした（

の導入が開始され， 年

の小麦・米地域，サンパウロ

資本の独占的構造が確立し

の提供を行っていた。殺虫

芸生産に，除草剤は大豆，

［ ］ ）。

代の終わりにリオ・グラン

州（ ）のカカ



オ・コーヒー生

きく拡大したの

し 台であった

立命館経済

産地域でトラクター利用が拡

は， 年代の大豆生産によ

が， 年には約４万 農

学（第 巻・第３号）

大していった。そしてさらに

る。 年におけるトラクタ

場に対して８万 台，

トラクターの導入が大

ー数は約８万農場に対

年には約６万農場に対

し 万 台ま

を協同組合とし

年には全体

本の大企業（

［ ］

の機械部門，３

ける割合が拡大

で普及した。またこのような

て組織することを可能にした

の ％までに拡大した。だが

）。ミュレールは， 年代

つの化学部門，１つの食料部門）

していることを指摘してい

機械の普及は， 年代には

。 年には全体の ％のみ

トラクター産業も寡占的特徴

）によって独占されていた

において の一主体で

は特にダイナミズムをもっ

る（ ［ ］

小・中規模農業生産者

が国内生産であったが，

をもっており，外国資

（

ある上流産業部門（２つ

ており， 全体にお

）。すなわちブラジル

の農業の近代化

加工・搾油産

るように加工能

へ増加している

年以前は，サン

ナツおよびトウ

入ると大規模な

小規模経営が主

にとって，上流産業の発展に

業は，工業部門全体で占める

力は， 年代以降大幅に拡

。特に 年から 年に

パウロ州やリオ・グランデ・

ゴマなどであったため，１

設備が建設され，機械によ

流であったが， 年には全

よる近代的技術の取得は非常

割合は年々減少傾向にある。

大傾向にあり， 年の

は 万 から 万 に増加

ド・スル州において，小規模

日の加工量は 以下であっ

る搾油に移行していった。

体の ％を４社で， 年に

に大きかった。

だが図６に示されてい

万 から 年 万

している。搾油も

設備による綿花，ピー

た。だが， 年代に

年までは 社に及ぶ

は全体の ％を６社，

８割を 社で搾

ち９社は農業協

バル社（ ）

ラサ社（

（ ），コイ

の会社をもち

油が行われるようになってき

同組合），３分の２の企業が一

，サディア社（ ），サン

），ユニリバー社（

ンブラ社（ ），コアモ

，１日あたり生産能力１万

図６ 加工・搾油

た。 年の時点で加工・搾

作物のみ加工を行っている。

ブラ社（ ），カーギル社

），ビアンシニ社（

社（ ）があげられる。

で全体の ％を供給して

能力の変化（ 年）

油企業は 社あり（う

主要な企業として，セ

（ ），インコンブ

），オリベパー社

セバル社は９つの州に

いる。サディア社は，

出所：

８つの会社をも

り生産能力

）。また

［ ］

ち１日あたりの生産能力

である。そして上記３社

加工・搾油部門においては，

（ ）

，カーギル社は５つの会社

で全体の ％を供給してい

ブラジル系企業と多国籍企業

をもっており１日あた

る（ ［ ］

が 年から 年代

加工・搾油量� 生産量�

百万ｔ�



ブラジル農業における接合経済構

図７ にお

造とアグロインダストリーコンプレ

ける各融資額（ 年）

ックス（佐野）

出所： ［ ］

図８ 穀物への補助金額（ 年）

出所：

にかけては共

展によって，

そして最後

く が完

［ ］

存していた
）
。このように，

上流部門―農業―アグロイ

に， 年以降の金融部門の

成したと指摘している（

年代の外国資本の参入と

ンダストリー部門の結合形態

統合である。ミュレールは

［ ］ ）。つ

アグロインダストリーの発

が誕生した。

，この段階になってようや

まり前段階まででは，産

業部門におけ

的な内容とし

られる。

基づく融資は

よって，生産

など近代的投

るように，

る結合は誕生しているが，

て，第一に国家農村信用シ

は 年に創設されたが

，中央銀行，ブラジル銀行，

信用，投資信用，市場信用の

入財利用を促進するために生

生産信用は における融

に含まれる流通や金融部

ステム（

， 年以降にその割合は増

その他４つの連 銀行，

三種類が融資された。生産

産者，農業協同組合に提供

資のメインであり，総融資の

門は枠外であった。具体

）があげ

加傾向にある。 に

の州銀行， の民間銀行に

信用は，肥料，種子の改善

された。図７で示されてい

％を占めている。また

投資信用は，

に提供されて

工・搾油産業

億ドルの

ン（

５％弱，農業

機械の導入，土壌改良，灌漑

いる。そして市場信用は，６

，流通業者などあらゆる部門

融資が大豆，とうもろこし，

）によれば，「

協同組合が ％，搾油業者が

（ ）

などの技術を受け入れのた

ヶ月間にわたる短期融資で

にまたがって供給された。

米に行われた（ ［

年における市場信用の具体的

％であり， 年にはそ

めに生産者，農業協同組合

，生産者から協同組合，加

年から 年にかけて

］ ）。 ワーンケ

な被融資者は，生産者が

の割合が ％， ％， ％

 

投資信用�

市場信用�
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図９ ブラ

学（第 巻・第３号）

ジルでの の形成

図 接合経済構造への変化

と変化している

いた」とある

同組合を通して

図８から分かる

の実施，様々な

にブラジルでは

」とある。また，「特に，生

（ ［ ］ ）。だが

南部の小規模・中規模農場に

ように，補助金の提供，最低

国家開発計画の実施によるイ

）の設置

，大量生産 大量消費システ

産者ではセラード地域の大規

，農業協同組合への融資額が

も融資が行われていたと考え

価格保障制度（

ンフラ整備，農畜産研究公

なども行った。つまり図９，

ムである の形成が，国

模生産者が優先されて

高いことから，農業協

られる
）
。それ以外にも

）

社（

図 で示しているよう

内市場における有機的

連関を基礎とし

―３ 接合

このようにブ

する。したがっ

エバンスは工業

合アライアンス

た資本蓄積である接合経済構

アライアンス

ラジルでの の形成は，

て，ブラジルにおいて多国籍

部門でのトリプルアライアン

ではなく，同様の作用をもた

造に変化させたのである。

従属的発展におけるアライア

企業が進出する条件
）
が確立し

スの成立をあげているが，農

らす外国資本，ローカル資本

ンス関係の成立を意味

たということである。

業部門においても非接

，政府による接合アラ

イアンスが形成

カルドーゾは

の資本蓄積」を

環をそれ自体の

「ローカル資

必要とし，それ

されたのである。

， 年の軍事クーデターの

完全に発展した資本財部門

中で完結し得ないものである

本の蓄積・拡大および自己実

に依存している。ローカル資

（ ）

経済的結果を特徴づけるに

の欠如
）
，あるいは，「自立的技

とみなした上で，次のように

現は，自己の外に存在するダ

本は国際資本主義の循環に自

あたって，「従属的経済

術」の欠如ゆえに，循

述べている。

イナミックな補完物を

己を挿入しなければな

アグロインダストリーコンプレックス�
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らない」（

つまり接合

が絶対的優位

ブラジル農業における接合経済構

［ ］ ）。

アライアンス関係においても

の地位を占めているが，ロー

造とアグロインダストリーコンプレ

，非接合アライアンス同様

カル資本であるブラジル系

ックス（佐野）

，多国籍企業たる外国資本

企業においても比較優位部

門を有してい

や従属ブルジ

の重要なポジ

段階では，地

れたことによ

有機的連関を

さらにこの

るのである。ここで重要なこ

ョワジーにかわり，中産階級

ションを確立したことである

主階級と外国資本によって

って，ブラジル国内での工業

基礎とした資本蓄積過程に進

アライアンス関係で，重要な

とは，工業部門が発展して

に属する工業ブルジョワジ

。これまでの輸出飛び地経

国内工業の発展が阻害されて

化の進展および農業の近代

むアライアンス関係に変化

役割を果たすのがブラジル

きたことにより，地主階級

ー，ブラジル系企業が１つ

済や輸入代替工業化の初期

きた。だが が形成さ

化が推し進み，国内市場の

したのである。

国家，政府である。第一に，

法的規制力に

多国籍企業は

すなわち，ブ

ローカル・パ

多国籍企業と

カル・パート

ある（

つまり農村信

よって多国籍企業のブラジル

ローカル・パートナーを必要

ラジル政府の存在自体，換言

ートナーを必要とさせるので

国家とのチャンネルの機能を

ナーであるブラジル系企業は

［ ］ ）。第二に，

用などの実施において，農業

国内において政治的不利な

としてジョイントベンチャ

すればその国家の法的規制

ある。同様のことであるが

果たす。そしてその際にこ

多国籍企業から国際的市場

政府は様々な農業政策の実施

部門のみならず，上流産業

状態を導く。したがって，

ーを設立せざる得なくなる。

力それ自体が多国籍企業に

，ローカル・パートナーは

の機能と引き換えに，ロー

チャンネルを受け取るので

により を支援した。

部門，流通部門，アグロイ

ンダストリ

形成を支えた

が推進されて

ことが農業生

また田中は

間競争に規定

能になる新興

ー部門などの工業部門やサー

のである。軍事政権期では，

いたが，その成長を維持する

産の多様化を推し進め，農作

，発展途上国での多国籍企業

された対ラテンアメリカ進出

工業国輸出生産拠点化戦略を

ビス部門にも潤沢な信用を供

重化学工業品の国産化を目

ためには農業生産性の上昇

物の輸出を一段と拡大する

の行動として三つの側面，

戦略，進出後の競争戦略，

あげているが，農業部門に

給することにより，

指す第二次輸入代替工業化
）

が必要不可欠であり，その

方向に導いたのである。

世界的規模で展開する独占

企業内国際取引によって可

おいてもこの発展段階にあ

ったといえ

国籍企業は，

様に農業部門

場志向型直接

ミールを餌と

および標準化

につながっ

る（田中［ ］ 頁）。第一

ラテンアメリカに進出してき

でも行われていた。第二の進

投資戦略
）
による進出であっ

する鶏肉が一般消費肉として

などの食料構造を変化させる

たと考えられる。実際にネス

の点である世界規模で展開す

たが，その前提である関税

出後における資本蓄積は，

たといえる。だが農業部門に

標準化，タンパク質供給の

ことにより国内市場への拡

レ社（ ）など大手の食品

る独占間競争によって多

保護政策が自動車産業と同

上流産業部門においては市

おいても のもと大豆

源として大豆油消費の拡大

大へとつながり，資本蓄積

メーカーがバターやマー

ガリンなどの

の大豆収穫は

クを迎えるの

にブラジルで

に裏付けら

の戦略は違う

周辺産業に進出している。第

収穫時期に補完性をもってい

に対してブラジルでは，３月

の穀物メジャー多国籍企業の

れるものであったといえる（

もののブラジルに進出する条

（ ）

三のブラジルの生産拠点化

る。北米では９月から収穫

から収穫が始まり６月ごろ

展開は，１年を通して安定

尾関［ ］ 頁）。このように

件があったことが，ブラジ

戦略では，ブラジルと北米

が始まり 月に販売のピー

まで販売される。このよう

した供給網を確保する戦略

，部門により多国籍企業

ルでのアライアンス関係を



不可分に結びつ

新しい段階に固

ル資本のアライ

立命館経済

けている。すなわち，巨大独

有の産物として世界的規模で

アンス関係に基づくブラジル
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占体たる多国籍企業が独占資

運動することそれ自体が，外

の従属的発展を歴史的にも論

本主義における戦後の

国資本，国家，ローカ

理的にも規定している

ことになる。さ

をブラジルに移

ついた小・中規

らにこのアライアンス関係が

転することを可能にし，農業

模農場経営農民層がひとつの

成立したことが，生産面にお

部門においても近代的技術

重要なポジションを確立して

おわりに

ける大量生産システム

を取得し， に結び

いったのである。

本論文では，

前資本主義的生

などを用いて，

高い内部交換が

動力である

規模農場は貧困

［ ］

模農場経営農民

まずデジャンブリが指摘して

産領域において自給自足経済

下記の二点を明らかにした。

行われる接合経済構造に変化

の形成は農民層の間にも変

であり（ ［ ］

）されているといわれてきた

層が誕生しつつある。つまり

いる非接合経済構造，すなわ

を温存している構造を示した

第一は，ブラジル経済は

しつつある点である。第二の

化をもたらしたことである。

），あるいは大規模農場によ

が， の形成によって中

「アライアンス」関係が成立

ち国内市場が不在で，

。その上で産業連関表

年代半ば以降に密度の

点は，従属的発展の機

従来小規模農場は，小

る収奪・領有（

産階級である小・中規

したことが，生産面に

おける大量生産

要なポジション

だがこのよう

得集中）を減少

のインフォーマ

）は「資

ゆる部面に存在

システムを確立し，それらに

を占めるようになってきたの

な従属的発展には，さまざま

させずむしろ拡大する傾向を

ル化もしくは臨時雇用とい

本主義の発展は資本主義に特

する不均等性全体の発展」

結びついた小・中規模農場経

である。

な矛盾が存在している。第一

もっているということである

う形態で貧困を推し進めてい

有な矛盾の発展」であり，同

（クエバ［ ］ 頁）であると

営農民層もひとつの重

に，社会的不平等（所

。特に，これらは雇用

る。 クエバ（

時に「社会構造のあら

述べているが，そのこ

とを意味してい

第二の矛盾は

融部門の

ていたものを垂

コングロマリッ

は，様々な資本

られている。す

るといえる。

，第一の要因にも反映してい

の統合は，同時に資本の統合

直的に統合することにより，

ト
）
の利益の平均利率を追及す

が土地市場，農業活動への参

なわち 年代以降になると

る土地や資本の集中である。
）
を起こした。つまりこれまで

農業協同組合，コンドミニア

る傾向にある。さらにこのコ

入を意味し，ブルジョワジ

， におけるいくつかの

年以降における金

企業の責任に限定され

ム，自治体に融合し，

ングロマリットの過程

ーテリトリー
）
として知

企業の地位が高まり，

資本や土地など

降の自由化の波

つある。つまり

派生していると

いる矛盾に対し

また本稿の課

はさらに集中し， がコ

によってそれらは一段と加速

，現在のブラジルの問題であ

いえる。したがってブラジル

て教育・福祉などのサービス

題として以下の点があげられ

（ ）

ングロマリット化されつつあ

し，多くの部門で外国資本の

る土地なし農民運動（

経済の課題は，このような従

をどのように提供するかとい

る。まず中産階級である小・

る。また， 年代以

独占的形態が生まれつ

運動）
）
などはこれらから

属的発展に内包されて

うことである。

中規模農民層が誕生し



ているという

デジャンブリ

とである。だ

ブラジル農業における接合経済構

点は，現地調査をする必要が

の指摘する社会的非接合，つ

が，現在出版されている農業

造とアグロインダストリーコンプレ

ある。また接合経済構造に

まり前資本主義的生産領域

センサスなどのデータでは

ックス（佐野）

変化してきたということは，

が消滅傾向にあるというこ

それらを実証することがで

きず，この点

） ラテ

造学派

であり

取り入

いう仮

についても実態を把握し，今

ンアメリカでは 年代半ば以

で論争が行われている。マネタ

， 年代後半の安定化政策や

れられた。彼らは，購買力平価

説に基づいて分析を行った。そ

後の研究を推し進めていき

注

降，インフレーションの性質と対

リストの分析目的は，国内インフ

開発戦略への適用，さらには

の仮説や国内の貨幣需要は外貨準

のため政府は，市場開放と価格の

たいと考える。

策についてマネタリストと構

レーションを低下させること

の安定化政策にも部分的に

備と国内信用の合計であると

伸縮性を高める役割を担って

おり，

造学派

過需要

古典派

） ブラ

ール大

ラテン

土地が

） バ

関税の撤廃，公共活動の範囲の

では，インフレーションの原因

に起因する通貨現象であるとい

と構造学派の対立が，マネタリ

ジルでは 年に農地改革の実

統領（ ）が追放され

アメリカ諸国でも農地改革を実

与えられないなど不徹底であっ

ランの「経済余剰」の概念の援

制限，外国資本と借り入れを行う

を供給サイドの要因を強調するの

う需要条件を重視していた。その

ストと構造学派の対立というよう

施を試みたが，クーデターによ

軍事政権が誕生したため実施さ

施したが，灌漑整備などの分配が

た（ ［ ］

用。彼は「現実の経済余剰」を

べきだと主張した。つまり構

に対して，マネタリストは超

ためラテンアメリカでは，新

に捉える傾向がある。

って，当時の大統領 ゴウラ

れなかった。同時代に，他の

行われない，小規模農民には

）。

「潜在的な経済余剰」と区別

して，

済余剰

いるた

） 経済

（

いる

を国民

の

「社会の現実の経常産出量とその

」が，様々な上流階級による過

めに，低開発諸国の経済成長が

発展をいかなる概念で見てい

）と デ

（

一人あたりの の一定の水準

が低い水準にある状況を指す。

現実の経常消費との間の差額」

度の消費，国内・国外における保

停滞していると指摘した（ バラ

くかという問題がある。この点

ィーツ（ ）は

［ ］ ）。第一の捉え方は

の達成として理解すること，つ

第二の捉え方は，経済的福利お

とした。そして「潜在的な経

蔵品の累積などに吸収されて

ン［ ］ 頁， 頁）。

に関して， チンチーラ

三つの発展の捉え方を示して

，主流派経済学のもと，発展

まり「低開発」は一人あたり

よび経済的自立の状態として

捉え，

捉え方

プロレ

り，そ

資本―

本論文

をもっ

） ブラ

ている

肯定的含意をもつものである。

をしている。そして最後に第三

タリ化，生産手段からの農民お

こには発展それ自体に対して肯

賃労働関係の発展をもって発展

において，ブラジル経済はすで

て発展とみなすことにする。

ジルの農業センサス（

。 以下を零細農場，

従属論，レギュラシオン学派，制

の捉え方は，資本主義的社会諸関

よび独立商品生産者の阻害などの

定的・道徳的含意はいっさい存在

をみなし，ここにおいては資本の

に資本主義経済の領域に属してい

）では，経営面積別

を小規模農場，

度学派などは明らかに第二の

係の拡張，すなわち賃労働，

拡大として理解するものであ

しないものである。つまり，

矛盾が展開されるのである。

ることから，この第三の見解

に農場を以下のように定義し

を中規模農場，

を大規

括で表

いては

指して

データ

タを

模農場， 以上を巨大農

示されているため，さらに作

を小規模農場， を

以下を小規模農場と指し

いる。本論文では，大豆生産な

を用いている。さらに本論文で

と に分けている

（ ）

場である。ただし経営面積別のデ

付面積別に以下のように分類す

中規模農場， 以上を大規

，グラジアーノダシルバにおいて

どの耕作作物に焦点を当てている

は，中規模農場経営に焦点を当

。その上で， 以下を零細農

ータでは耕作・牧畜などが一

る。 以下を零細農場，

模農場である。ワーケンにお

は 以下を小規模農場と

ため，データは作付面積別の

てているため のデー

場， を小規模農場，



規模農場

耕作して
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と を中規模農場，

経営農民層とは を耕作し

いる層を指す。
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以上を大規模農場と定義する

ている層を指し，中規模農場経

。よって，本論文での小

営農民層とは を

） デジャ

済余剰の

バラン

入によっ

際貿易で

れた商品

属論の議

的生産地

ンブリは，経済余剰の移転により

移転が起こる要因として下記の二

が述べている外国資本における

て経済余剰が周辺国に移転

）やアミンが述べている国際貿

は，中心国がより小さな労働時間

と交換できるため不平等が起こる

論において，本源的蓄積とは非資

域からの経済余剰の収奪・領有過

非接合経済構造が永続している

点をあげている。第一に スウ

独占がみられる工業金融帝国主義

するということ，第二に

易における不等価交換の存在，

しか体現されていない商品をよ

ということである（

本主義的生産関係に基づく資本

程それ自体であると捉えている

と指摘している。彼は，経

ィージー（ ）

，つまり外国資本の輸出

エマニュエル（

つまり中心国と周辺国の国

り大きな労働時間が体現さ

［ ］ ）。また従

蓄積，あるいは非資本主義

。これは本来の本源的蓄積

である資

済余剰の

構造は周

構造の再

） フラン

ウォーラ

） ここで

者」出資

ースな「

本―賃労働関係の生成として捉

移転が起こることについては言及

辺国での資本主義発展の特殊な歴

生産はブルジョワジーの分割によ

ク［ ］，［ ］，ドスサント

ースティン［ ］， ［

のトリプル・アライアンスは，エ

の独占企業の形成という形態では

アライアンス」を指す。つまり産

えていないことになる。だがデジ

しているが，本源的蓄積は後者

史的段階の一つであると述べて

る権力闘争を意味すると指摘し

ス［ ］，アミン［ ］，［

］などを参照。またフルタード

バンスがイメージしているよう

なく，田中が自動車産業の分析

業それ自体は国家を除く二者で

ャンブリにおいては，経

の方法で捉え，機能的二重

いる。さらに社会的非接合

ている。

］，［ ］，［ ］，

［ ］も参照。

な化学部門にみられる「三

で述べているようなよりル

構成され，その蓄積基盤を

政策的に

） 毛利に

および，

述べてい

て，まず

は複数の

を下属さ

関係を節

バックアップしているのが国家で

おいては，「『接合理論』とは，か

そこから生じる独特の緊張関係と

る（毛利［ ］ 頁）。また，

前提とされるのは，社会（編成体

生産様式によって構成されており

せている。これら生産様式はそれ

合と呼ぶ。つまり，社会という

ある（ ［ ］

りに，異なる生産諸様式の共存

変容を構造的に解明する仮説と

山崎は「ピエル フィリップ・レ

）と生産様式の区別であり，…

，その生産様式のひとつが支配

ゆえ，支配的なものを中軸とし

実在は，諸生産様式の節合からな

田中［ ］ 頁）。

と相互の働きかけの態様，

して理解しておきたい」と

ーの見解を追うにあたっ

その関係はある所与の社会

的なものとして，他のもの

て関係しあっており，その

る」と述べている（山崎

［ ］

） プラン

） 赤羽の

ックアフ

農民の家

り，資本

ことと同

） 剰余価

彼あるい

頁）。

テーション栽培，鉱物採掘，輸出

ブラックアフリカにおける共同体

リカにおける共同体においても，

族経営）が存在し， 「部族」共

の再生産や労働力の再生産が行え

様の作用が働いている（赤羽［

値は労働者により生産される価値

は彼女が自ら受け取る賃金に等し

志向工業化経済が含まれる（

の分析の中でも同様のことが指

二重構造とみられる「部族」

同体の閉鎖的経済における経済

ないという点において，非接合

］）。

と労働力の価値との差である。

いものを生産する時間である必

［ ］ ）。

摘されている。つまりブラ

共同体とココア産業（中小

外強制（共同態規制）によ

経済構造が問題にしている

そして労働日は，労働者が

要労働時間と，労働者がた

だ資本家

価値の生

指す。こ

両成分の

つまり

二つ方法

に要する

のために生産を行う時間である剰

産とは，「労働日の延長によって

れに対して，相対的剰余価値の生

大きさの割合の変化とから生ずる

相対的剰余価値の生産には必要労

で可能である。労働者が消費する

必要労働時間が縮減されねばなら

（ ）

余労働時間の和である（カイ［

生産される剰余価値の生産」（マ

産とは，「必要労働時間の短縮

剰余価値の生産」（マルクス［

働時間が縮減されることが必要

使用価値量が縮小されるか，あ

ない。前者の方法は賃金の切り

］ 頁）。絶対的剰余

ルクス［ ］ 頁）を

とそれに対応する労働日の

］ 頁）を指す。

である。そしてそのことは，

るいは同量の使用価値生産

下げを，したがって労働者



の物的

づける

） 労働

ブラジル農業における接合経済構

条件の悪化を意味する。後者の

ものである。

の過剰搾取とは，労働力がその

造とアグロインダストリーコンプレ

方法は，継続的に生産方法を変革

価値以下の報酬しか得られないと

ックス（佐野）

し続け，技術革新を導入しつ

いうことを意味している。つ

まり，

るので

取とし

度の強

余価値

） 似通

長期に

農作物

民は，

労働力の価値とは労働力の再生

，そのことは労働者が十分な賃

て，労働日の延長，労働者の賃

化をあげている。そして前の二

の増加であると述べている（

った事態は高度成長期日本でも

おいて家計費上昇圧力がかかり

低価格政策によって，零細面積

労働者家族としての自立を許す

産をするために必要な財，サービ

金を支払われていないということ

金の社会的に受容され得る生存水

形態は絶対的剰余価値の増加を表

［ ］ ）。

見受けられる。田代によると，日

ながらも，対アメリカへの輸入依

規模のままであった。そのため家

標準的賃金（ ）での雇用ではな

ス（あるいは貨幣）の量であ

を意味している。彼は過剰搾

準以下への切り下げ，労働密

し，三番目のものは相対的剰

本農業の経営規模は，高度成

存，貿易自由化，技術革新や

計費上昇においたてられた農

く，農村日雇労働市場で労働

力を切

土地所

レタリ

ばまれ

ある。

） デジ

農民，

カル資

類する

り売り（切り売り労賃 ）せざる

有をそのまま労働力の切り売り

ア化していった。こうして重層

，小農が小農のまま農業・農村

（田代［ ］ 頁）。

ャンブリは接合アライアンスの

プロレタリアートをあげている

本，政府のアライアンス関係を

。

をえなくなった。つまり戦後の

基盤として資本蓄積にくみこみ，

的格差構造のもとで，農民層分解

内に滞留しつつ，独占資本の収奪

主体として，ナショナルブルジョ

。だが本論文においての接合アラ

指しているので，デジャンブリの

高度成長政策では，自作農的

農民は兼業化という形でプロ

と農業資本主義化は大きくは

をうけて窮乏化を深めるので

ワジー，農業ブルジョワジー，

イアンスは，外国資本，ロー

接合アライアンスは「」で分

） ブラ

れてい

もつ）

ジルの産業連関表は，日本で一

ない。そこで，産業技術仮定（

を前提に 表と 表から新たに

ただし，

表（経済活動別投入表，

対角要素が産業別生産額で

般的に利用されている 表（商

生産物の生産編成にかかわらず，

表を導き出した。その方法は

商品×産業）

ある対角行列

品×商品の表形式）が作成さ

ある産業は同一の投入構造を

下記のとおりである。

ここで

表（経済活動別産出表，

対角要素が商品別生産額で

上記の 式と 式を （産業別生

ただし，

単位行列

商品別最終需要額の列ベク

，行列 （部門×部門）は

産業×商品）

ある対角行列

産額の列ベクトル）について解

トル

表の内生部門に概念的に一致す

くと，

ることから，を 表の一次推

測値と

まれて

） ミュ

えられ

）

） フラ

（

して求めることができる（倉林

いる。

レールは，上記の方法での産業

る。

（ ）も南部で

ンスの経済学者 マラシス（

）も，マラシスの議

（ ）

作間［ ］ 頁）。また

連関分析を行っていないため，デ

の農民層の変化について述べてい

）により が定

論に依拠しながら第二次世界大

，本連関表には輸入係数が含

ータの値は正確ではないと考

る（ ［ ］）。

義された。 ウィンソンは

戦後の食糧経済を「国際化し



た農工・

な資本制

頁）。

立命館経済

食糧経済」と位置づけた。そして

的食糧システムの成熟が見られ

学（第 巻・第３号）

この段階では，農業生産を除く

が形成される。（ ［

全ての部面において全面的

］ ，松原［ ］

） ブラジ

を参照。

） 年

の「経済

計画を外

野［

） 第一次

生産を世

て），その

ル経済史に関してはプラド［

に政権の座に就いた クビシェ

開発５カ年計画」である「メタス

資依存することを明らかにした。

］ 頁）。

国家開発計画は 年に以下の３

界第８位まで引き上げ，先進国入

ため年９％前後の成長率を達成

］を参照。ブラジル経済につい

ッキ大統領（

計画」（ 年）を実行した

そして同計画もインフラ充実を

点を目的として実施された。

りをはたす。 年までに所

する。 年までに１人あたり

ては小池 西島編［ ］

）は，外資依存する形で

。同計画では，初めて開発

主の目的においていた（富

１世代（ 年）後に国民総

得を倍増し（ 年に比べ

国民所得 ドルを達成す

る。そし

頁

分・農企

） 第二次

消費者

活水準の

て， 年の雇用の増加率を

）。さらに，この国家開発計画

業促進計画（

）」と「中西

）」を掲げ，中南部を

［ ］ ）。

国家開発計画（ 年）の中で農

に対してより安価な提供， 農業

向上を掲げている。さらに，ブラ

％とし，インフレ率を ％まで

の一環を成す重要なものとして

部開発計画（

中心に農業の近代化が実施され

業の役割として， の成

従事者に対してより多くの所得

ジルが食糧品，農業生産工業原

引き下げる（富野［ ］

，「北部・北東部土地再配

た（

長に対しての大きな貢献，

の獲得， 農村労働者の生

料，加工農作物の世界的供

給者とし

） サディ

リベパー

） なぜな

ラジル全

（ 年の

） ダニ

の分析で

ての役割を果たす戦略をとる必要

ア社（ 年に 社に買収）

社はブラジル系企業であり，コア

らば南部においては，農業協同組

体では ％，北部では ％

農業センサスより）。

ング（ ）は世界各

，投資を受け入れる国がある一定

があるとしている（ ［

，インコンブラサ社（現在ブンゲ

モ社はパラナ州（ ）の農

合加入数が ％と他の地域に

，北東部 ％，南東部 ％，

国の経済発展段階と一国の対外直

の水準に一人当たり が上

］ ）。

（ ）グループ），オ

業協同組合である。

比べて高いからである。ブ

中西部では ％である

接投資ポジションの関係

昇していることによって始

めて直接

とを可能

） の

外国資本

部門（資

自給体制

） 細野，

化を「第

） ダニン

投資が行われていると指摘してい

にするだけの労働の生産性」に達

形成によって農業部門と工業部

たる多国籍企業に依存・従属しな

本財部門）の未発達・未成熟に

を確立していない点は否めない。

恒川が 年の ブランコ（

二次輸入代替工業化」と名づけ筆

グは，資本受入国の競争優位の強

る。つまり「必要労働時間を労

していないと直接投資は行われ

門の接合は指摘できる。だが従

がら輸出を拡大し発展している

より第 部門と第 部門の有機

）によって誕生した

者もそれを援用。

化を念頭に直接投資を４タイプ

働日の一部分に制限するこ

ない（田中［ ］ 頁）。

属的発展での接合経済では，

ため，国内に生産手段生産

的連関を欠き，第 部門の

軍事政権期の輸入代替工業

に分類する。 天然資源志

向型，

場志向型

摘してい

） 資本の

（

） コング

す。した

市場（国内市場あるいは地域市場

直接投資では，直接投資で発生す

る（田中［ ］ 頁）。

統合とは，産業資本，銀行資

［ ］ ）。

ロマリットとは，相互に関連のな

がって，コングロマリット合併と

（ ）

）志向型， 効率志向型， 戦

る競争優位は受入国の比較優位

本，農業資本のコンプレック

い業種を数多く支配する複合企

いうのは，水平的合併でも垂直

略的資産志向型である。市

部門に結びついていると指

スへのコア化過程を指す

業，多角的企業のことを指

的合併でもない企業合併，



すなわ

［

主体の

ブラジル農業における接合経済構

ちまったく相互に関連のない異

］ 頁）。だが本論文で指すコン

ひとつの利潤が低下することも

造とアグロインダストリーコンプレ

なった産業に所属する企業間の

グロマリットでは， 全体の

起こりえるのである。さらに，異

ックス（佐野）

合併と考えられている（宮崎

利潤を追求するために，その

業種の企業による土地市場へ

の参入

）

商業企

の７企

学・冶

入財企

など）

［

）

も意味している。

デルガード（

業が所有しているのが全体の

業は大規模な土地所有を行って

金を中心）の 分の２は中南部

業，不動産企業，工業系企業（

，銀行，運送系企業，金融・保

］ ）。

（ ［

）は，１万 以上の土

％強ある。さらに 年におい

おり，その割合は全体の ％強

を中心に土地の大部分を支配して

金属機械，製鉄，冶金，繊維，セ

険系企業が土地市場，農業活

］ ）とは，農村部

地所有において工業，金融，

てブラジル系民間企業の 分

にあたる。また外国企業（化

いる。さらに，機械産業・投

メント，化学，プラスチック

動に参加している（

における国内資本主義の発展

過程に

放して

働者の

ラジル

［

フラ

おける農業の近代化に伴い，そ

いった土地を占有する大土地所

追放のプロセスに対し， 年

南部地方の農民が中心となり発

］， ［ ］， ［

ンク，大崎正治他訳［ ］『世界

の近代化の波に取り残された小作

有者による農地の独占化，さらに

代後半にリオ・グランデ・ドスル

足した土地なし農村労働者運動

］）。
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